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  The author has been examined the life histories of two species of the silversides

IY. vl)oa・therina.  t'suntgae and Alta)tetta btcekeii.  ( ！Nthc'/rinidae ).  distribt！ted trom the western

part of the Seto lnland Sea frotn 19 70 The preg.  ent paper contains the description of the

eggs and the lai'val ntorphology.  especially the melanophoi'e pattern in each developmentat

stage. 

  The general shapes ot the eggs just spawned are similar each other in these two species. 

Both are sphei'ical.  and adhesive egsrs :ith numerous oil globules and many entangling fila-

ments on egg nienibrane.  Egg diameter is 1. 55-1. 85mm in III.  tsnritgae while O. 90-1. 30mm

inんわ'ρ盈2. n'、

  F. ntangiing filaments are about 60 in H.  tsitntga・c and about 30 in A.  btee. keri. 

  しJnder the rearing colldition of 24. 5±0. 5℃in water tempel・ature.  eggs hatch out at 23

2-241 hrs after spawning in ll t'st｛nt・gae and at 146-168 hrs in A.  bteel？eri ( Plates 1 and

2). 

  The total length of the larvae just hatched is 5. 02 ± C). 02mm in IL tsttntgae and 4. 6 ±

0. 03mm in/1bteekeri.  The number of Illy‘〕mere is 5十40＝45 ill the formeコ・and 6十37＝43

in the ［iittc). i'

  The rntio of the anal lengLh to the total length is 2・'1-27 0/o in iarv. ':e from just hatched to

llmni in tol/al length in both species. 

  This ratio increases with growth.  and at. tains the same value ag.  those of the adults (44-

48％o in H.  tsttntgae ic nd 35-tlOe/o in A biecfk'cr'i ) in 25. 0-30. Omtn in total length of the for-

mer larvae and in 25. Omm in total 1(tngLh of the latter

  . Ls sho;n in Fig.  5 .  the melanophore patterns of edch larvae stage diffcr appare. nt. ly be・

rween 11.  tSt‘. rl. t. S. (1. e andノ. 1. ''c(∫le‘ザ'. 
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高井

1. まえがき

 瀬戸内海西部水域では、3種のトウゴロウイワシ科Atherinidae魚類が分布する。これらの

うち、ギンイソイワシH. vloat'lierfi・ia tSt‘ntgae J〔、RllAN et STNRKSとトウゴロウイワシAllanetta

bteeleeri GiTN'rmiRが多産種として知られ、いずれも5月中・下句頃から接岸しはじめ、7fjを中

心として水深1～5mの沿岸潮下帯で綴絡性沈性卵を産出する。

 発生群は主として汀線水域で生活し、秋期には全長30～50mmに達する。そして初冬期には外

海域に津別回遊し、翌春には＃1:ぴ接岸して親魚となり塵卵する。ところで、両種の産出卵およ

び仔稚魚に関する報告1:::)は少なく、また藻場を利用する魚類および夏期沿岸水域における魚

食性魚類の被食者としての視点からの研究はみられない。このことから. 著者は1970年以来、

とくに藻場における初期生活史を中心に両種の観察を続けてきた。本報告では、卵発生および

仔稚魚の生長に伴う形態変化について、これまでの知見をとりまとめt」本文に先立ち、採集・

飼育および測定に多大のご協力を得た水確大学校田名臨海実験実習場、元助手古岡俊夫氏、同

三木浩一氏に謝意を表する、

2. 材料および方法

採卵場は、二種とも周防灘東部海域に位置する［［1口県熊毛郡田布施町馬島沿岸の水深1～

3mの泥砂底域で、周辺にはアマモZoste ra ln(irilt(1の群落が分布する(Fig、1)。採卵法は、
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Atherinidae魚類の卵発生と仔稚魚

網「1径5. Ommの纏網(輻1。Om)を針金枠(枠長1および3. Om)に張りつけ、上縁に浮子を付

した人工産卵床を産卵場に沈設し、産卵直後の纒絡卵を採取する方法によった。卵発生の観察

は、供試卵を水温24. 5±0. 5℃に調整した恒温水槽に設置した容量1eビーカー一一5個に30粒ず

つ分養し、適時取り上げ顕微鏡下で実施した。仔魚期から幼魚期に達するまでの形態観察に用

いた供試魚は、仔魚後期まで小型jL水槽(40×60×30cm)、稚魚期以後、屋外の循環式水槽(200

×500×50cm)でBr(tC'iionrus Plicatilistηg肋伽sノψωτ∫αイsおよび藻場の葉問に生息する底二二

甲殻類などを餌生物として飼育したものを、適時中性ホルマリン液浸標本として固定し供試し

た. 

3. 結  果

 3・1 産出卵

 産出卵は、両種ともに囲卵腔の狭い多脂卵で、卵膜には粘着性纏絡糸をそなえる。産出直後

の卵径はギンイソイワシ1. Sro-1. 85(平均値1. 68±0. 01)mm、トウゴロウイワシ0. 90 一一 1. 30(平

均値1. 07±O. 04)mmで、前者がやや大きい(Fig. 2)。纒絡糸の糸数は前者約60本、後者約30
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Fig.  2.  Size-frequenc｝; of the entangling egg ()f two:ilverside:

    collectcd from the artificial spawning-net. 

    Solid H tsttrugae: hollow A.  bleeleeti. 

本、糸長は卵径に対して前者約6～7倍、後者4～5倍で、糸はいずれも強い粘蒲性をそなえ

る。産出卵の翁床は、人工産卵床の下層における発生状況および両三とも産卵場での表層曳網

では浮漂卵は得られないことなどから、産卵直後と推察される。

 3・2 卵発生

 水温24. 5±0. 5℃における卵発生をPlate 1およびPlate 2に示した. 両種とも第1分割は受

精約40分後に起こり、桑実期を経て611寺間後に胚体形成初期に達する。この間の特徴として、

卵黄の表層に分散する約100個の油球が、8-16細胞期には半球而で20～30個よりなる輪状群
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高井

を、また桑実期から胚形成期には植物極域で約30個からなるlil11球叢をそれぞれ形成する。さ

らに、胚体形成後まもなく脊索の分化がみられ、3筋節、眼胞およびKUPper氏胞かそれぞれ

出現する。ついで、ギンイソイワシでは38時間後トウゴロウイワシでは34時間後に、心臓、

耳胞および17-19筋節が分明し、油球は10～15個に減少する。

 さらに、ギンイソイワシでは49時間後、トウゴロウイワシでは451VoE・問後に、心臓の拍動がお

こる。両種とも、この時期には胚体の尾端が卵黄から離れ、尾芽を形成する。

 黒色素胞の出現は、ギンイソイワシでは70時間後、トウゴロウイワシでは62時澗後で、粒子

状黒色素が眼胞に、2一・3佃のやや大きい斑点状黒色素が恥部背画にそれぞれtll現する。

 胸鰭原基は、ギンイソイワシでは84H寺陶後、トウゴロウイワシでは73時問後に分明する。

 さらに、ギンイソイワシではllO時間後、トウゴロウイワシでは95時問後に、それぞれ眼の

脈絡膜が黒色素胞で覆われるこの時期には胚体は三種とも卵内を一周するtt

 開口は、ギンイソイワシでは173時間後、トウゴロウイワシでは135時間後にみられ、まもな

く開閉運動が始まる. この時期には響町は仲長し、尾端は一周して眼胞の後端に達する。また、

黒色素胞が背中線上に10～14個、腹部両側に7-1〔〕個がそれぞれ出現する。

 ふ鋤は、ギンイソイワシでは9］後、トウゴロウイワシでは6LI後に開始し、両種とも2-

40間に、ほとんどの個体が続出した(Fig. 3〕t. tt
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      (hallor) and . ilbieeieeri (sotid). 
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A【hCrinidae魚類の卵発生と仔稚魚

 3・3 仔魚期

 ふ出門魚の全長は、ギンイソイワシ5. 02±O. 023tnnトウゴロウイワシ4. 6±O034mm、その

奇方負行智奪∫茂‘ま、 1〕む者'5十40＝45、 修乏者eま6十37＝43二

  3・3・1 肛長(Preanal length):体における肛門の位置は、ギンイソイワシでは

全長12. Omtn前後から後方に移り、幼魚に逮して体のほぼ中央(成体形)に位置するのに対して、

トウゴロウイワシでは後方への著しい移動はみられず、左右腹鰭の中央に開［している、肛門

の開［位置を全長に対する肛長比でみると、両種とも全長ILOmmまでは24 一一27％の範囲にある

が、以後両刃とも移動する。しかし、トウゴロウイワシでは全1・i L？5 . 〔Orttm前後でIしまり全長に
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Fig.  4.  Change of the ratio of preanal length to total length rith groth in the period from

     larvae to young of silversides.  H.  tsi・trugae and A.  bleekeri. 

対する肛長比が35～40％の三川で成体形のlllン:置をとる、ギンイソイワシでは全長15〔〕～25. Omm

の成長区澗でこの相対比の増1」【1勾配がトウゴロウイワシに比して人きくなり、その後、全長25. 0
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Atherinidae魚類の卵発生と仔稚魚

～300mmの成長区間で、全長に対する肛:長比は40～48％になり、成体形の位置を占め、肛門は

左右腹鰭後端よりやや後方に開Llする、

  3・3・2 黒色素胞

   3・3・2・1 背側表性黒色素胞:ll勿部黒色素胞は、ギンイソイワシでは全長9. Omm、

トウゴロウイワシでは全長12. Ommで、それぞれ2個が出現し、その後、ギンイソイワシでは全

長12. Ommで新たに上側2個が、トウゴロウイワシでは全長21. Ommで縁域に小黒点4個が出現す

る. 

 頭部背画黒色素胞は、両種とも全長6. 3mmで3個の大型黒色素胞が出現する、その後、ギン

イソイワシでは全長16. 6mmで、1個口大型黒色素胞とその周辺に多数の小黒素胞よりなり叢群

に、また、全長21. Otnmでは2個の大型黒色素胞とその周辺に小黒点による叢群に変形する。ト

ウゴロウイワシでは全長16. 5mmで、前部に1個およびその周辺に小黒点が、また、全長21. Omm

では近接する3個の大型黒色素胞とその周辺に小黒点が密生する

 背側正中線の黒色素胞は、ギンイソイワシでは全長6. 3mmで、二型を含む14飼の大型黒色素

胞と、第2背鰭原基の位置する中央部に3一一4個の小黒色素胞が破線状に分布する. 全長16. 6mm

で鼓型を含む大型黒色素胞は18個に、また第2背鰭基底に7個にそれぞれ増加する。全長21. Omm

では、正中線上の黒色素胞は第2背鰭起部までの躯幹に鼓型を含む9個の大型黒色素胞、5個

の小黒色素胞、尾柄に9個の大型黒色素胞、および第2背鰭基底に9-IO個の小黒色素胞が破

線状に配列するT、トウゴロウイワシでは全長6. 3mmで第4・5筋節上に円形の1黒色素胞が、

さらに全長12. Ommで新たに第4・5筋節上の】黒色素胞の後方に2個、尾柄の前後lilij端に各1

個口黒色素胞がそれぞれILI現する。全長16. 5mmでは、13個の大型黒色素胞が正中線上に、第2

背鰭基底に3個の小黒色素胞が破線状にそれぞれ配列する。全長21. Ommでは. 15個の大型黒色素

胞が出現し、第1および第2背鰭基底にそれぞれ2個、4個が破線状に配列する。

   3・3・2・2 体側黒色素胞:鮒急信の黒色素胞は、ギンイソイワシでは全長6. 3mm

で1個の星状黒色素胞が出現し、全長12. On)mでは3個に、さらにその後個数を増し、鯉蓋域に

広がる。トウゴロウイワシでは全長6. 3inmで2個の小黒色素胞が出現し、成長とともに鮒蓋域

に広がる。

 躯幹と尾部の黒色素胞は、ギンイソイワシでは全長6. 3mmで第27～35筋節に、全長9. Ommでは

第22一一35筋節間に破線状に配列し、その先端はほぼ体の中央に達する。さらに全長16. Ommでは

点列の先端か第1背鰭基底、末端は尾柄後端に達する。全長2LOロlmでは、腹鰭起部の上から尾

柄後端にかけて2列の破線状黒色素胞列を形成するf. トウゴロウイワシでは全長6. 3～12. Omm

で9個(第ll、17、20、23、26、27、30、33、35筋節｝が分布する。その後、全長16. 5mmで尾

部全域に破線状に配列する。さらに、全艮2LOmmでは、ほぼ第1背鰭基底下から後方に、新た

に1列の破線状黒点列が出現し、2列となるu
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高1・lt

  3・3・3 腹面黒色素胞:腹面では、内臓域に出現する内在性黒色素川包と腹部正中線お

よび下顎域の表在性黒色素胞が出現する。

 内臓域の内在性黒色素胞は、高高ともに全長6. 3mmのil;til体ですでに出現している、、計画から

みると、全長6. 3mmのギンイソイワシでは、腹部両側域に各5個の星状黒色素胞が馬蹄型に配

列する。以後、成長に伴い星状黒色素胞の周辺に小黒色素胞が漸次11守加し、全長16. 6mmては小

黒色素胞か腹部全域に分布する。さらに、全長21. Ommでは、これまでの星状黒色素胞は消失し、

密生する小黒色素胞によって腹部全域が覆われる。全長6. 3mmのトウゴロウイワシでは. 1iljUj

域に小黒色素胞が弧状に分布する。以後、成長に伴って漸次発i垂し、全長2LOmmでは腹部内臓

域全体を覆うようになる。

 腹部正中線トの黒色素胞は、ギンイソイワシでは、すでに全長6. 3mmで尾柄に2個の黒色素

胞が出現する。全長9. Ommでは、肛門より後方の正中線上に3個の大塑黒色素1泡. 尾部に6個

の大型黒色素胞および尾部中央域に2列の小黒点列がそれぞれ出現する。全長】2. Ommでは、肛

門後部から轡鰭後端までの正中線上に2列の小黒点列、尾柄部に6個の大型黒色素胞が分布す

る。金長21. Ommでは、小黒色素胞が肛門より瞥鰭後端まで2列破線状に配列する。トウゴロウ

イワシでは、全長12. Omm前後から信楽基底の前端および尾柄の前端にそれぞれ1個出現し、成

長に伴って正中線上で増加する。全長16. 5mmでは、肛門から'it？鰭起部までの問に、ほほe l列に

9個、瞥鰭基底に3個、尾柄に4個がそれぞれ川現する。全長2LOmmでは、瞥鰭前部では2列

に破線状に配列し、瞥鰭基底の黒色素胞列につながる。

4. 要  約

 1)1970年以降、周防灘東部海域に分布するトウゴロウイワシ科Atherinidae 2種の生活史

 について調査し、本報告では産出卵と発生、仔椎魚の形態について知見をとりまとめた。

 2)産出卵は語種とも球形の多脂卵で、卵膜上に強い粘着性をもつ纏絡糸をそなえる、

 3)纒絡糸の糸数はギンイソイワシでは約60本、トウゴロウイワシでは約30本で、糸長(最長)

 は前者で卵径の6～7倍、後者で4～5倍にそれぞれ達する

 4)水温24. 5±0. 5℃で、ギンイソイワシでは232-2・11時問、トウゴロウイワシでは146-

 168時間で大部分のものが艀化した。

 5)両種とも、全長11mmまでは全長に対する)Ll:長の比率が24・一一・27％を占める。

 6｝全長に対する肛長比率か成体型のそれに達する全長は、ギンイソイワシでは2s. 0～30. omm

  (成体比率44～48％)、トウゴロウイワシでは250111m前後(成体比率35～40％)で、111:1」は体

 のほぼ中央に位置するようになるr、

 7｝Fig. 5に示すように、成長に伴い仔魚期に背側、腹側および体側正中線上に種間の1票微

 形質となる黒色素胞が出現する。
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Atherinidae魚類の卵発生と仔稚魚

 〔文献〕

］)内1］1恵太郎、1927:三崎付近に産するトウゴロウイワシ科匹睡llの稚魚に就て3水産掌会搬. 4q1

2｝ 水戸 敏. 1965:瀬戸内海に川」1邑する魚卵及び椎仔魚の研究、Il. 出現する魚類. 内海区水産研究所〒ll行

  物C輯、4

3｝水戸敏、1960:1ヨ本近海に出現d『る浮遊性魚卵およ御1孟化仔魚の検索. 九州大学li'1・学部‘｝1芸雑誌、8(1〕

‘1｝ 松原喜代松、1963 魚類の形態と検索、1一一 1［］. 石ll顧三1病東京

5)  F. S.  Rusg.  ell、1976:The Eggs:！nd Pttitlktotlic Stuge o‘13ritish Marille Fishes Acndeniic pret's. L【川doIL

PLATE

一29一



PLATE 1

Developingr eggs of E ilverside.  1'1. vPuatltetitta tsrtrugact at watei' tempernture 2？;1  O±O.  5 f'(;. 

A
B
C
D
E
F
G
H
I
j
K
L
M
N

Formatatioi) of balnt toderm.  ZO iiiintites after insentitiation. 

2 一cell stage

tl 一cell stage

8 ・一cell stasFe

16 一cell staste

Morulla stage

Blastulu t tagu

Forniation of

】
1
2
2
5
6

           vmbryonat body

ドorrllation of〔ptic veside and kupffeピs s〔ellate ce［1、

Formation of heat and otic ves.  icle 38 hours after. 

Blood-circuh tion besrins Jr4 hours.  nfter. 

Pectoral fin formed 83 hours after. 

Just before hatching 230 'hours. 

Larva jttst hatehed.  234 huurs aftcr. 

hour after. 

hour and 30 minutes after. 

hourt after. 

hours and 30 minntes after

hours after. 

heurs ufter

           19 hotLrs after. 

24 hours after. 

S. cale indicates 1 rnm

30



1 
凸

. s

' 覧 t

. 

      :. 
      璽   員   t一 '

・・

R. ｛も

     L・. 

」
⊃

6
0

卜'
 

t. dr

'

 '

  一. 

. 

 . N
 ノ . . 

  様

＞1騨
ソ
」

h
●

飼
ず
ノ
ー

」

.
 
'

曳
悔
ハ
、
仙

 
 
、

 
 
 
 
卜

瓶瀞

k
俘
.
 
嚢

 
9
.
 
'
 
.
 

.
 
4
'
渉
…

「
〆
v
Ψ
・

 
 
'
 
、

c
膨
ゑ
魯
.
 

 
、
噂

.
 
.
 
・
㌧

 
'

「

、
減
・
二
日

 
 
㍉
≠
・

 
 
 
 
.
 
、
(
、

σ
●」

轡
ム
ザ

 
 
≠

 
な

 
 
7

・
 
し
「
乙

 
蕊
「
.
 

層
 

O
 
蓼
叶
 
.
 

 
 
8
 
.
 

ら
 
●

」

N
D

1:〈. S'

 
 
 
・
メ
経
ド

轟'

〆まt
‘
i
'
)
t

Eノ

葛

    
            N

鴇ぶぶ
なi＼'s. 

伽

窯
tk

咽
＼畷

し

.
 
編. 塗もナ？

'

1

'

. 

轟

階

‘

x
.
 
●

ロ

弔隔

        . 

。∵補娩'. NWr
:N 1'一・・一(

'

鳳
腫

鯛
、

Sdt

j

 
」
H

γ
.
 

一

r・ ic

一

・一

x
N
 1・

 
冴

r St
ノ直

. ヂ

晦. ∴
   s

.
 

「 
 
 
・
＼

  

C
、

喉
.
 
「
ま

「
'

窄

ケ

i

' 9陰

.
 

ノ
'

「
「

         ●     ‘. 4
ロ             
 蓼冒 ＿. . 昂

i ・

    讐
・        唱. 

. ぞ.  一一

. J . F 冒 一、
鴨
・

K

. r'db s. 

！. 一 . 一v

/

.
 

●

∩

一

/i
1-i   -i
 s. 

. 禰随

・yL. 一. 

ll

層

:s ・

.
 
「
ン

縞一

墜

一 zi

畢
ノ
.
 

M

.
 

鴨

. 

弼

N



PI. . ATF; 2

Devebping e＿qgS(1rSilversi〔le脳〆. tt'tt)tt't‘(1'P'了・trk'(. 'ri、:ロt Wこ巳k・r tVlt〕P｛・1・Ilttt:'1/・2・:I j二【〕. 51℃. 

A
B
C
D
E
F
G
H
I
j
K
L
M
N

2
 

-c蠕. 'll s〔;19E  

l
 
 I1()聰:1.  ご巳r【el.  i猛lseI1旛il、こユしi‘〕1】. 

il cell g.  tttlrv.  1 heur :tnd 30 miutc:s :tfter. 

8. 一cell s〔ξユ9tt. 2hOui・sこ【「【er

16一. cell sヒ【kr〔・. 211(. 〕1臨rs al. 巳d 3〔〕川lil】utul;1自. 《:・r. 

M(Jt'nl:t stnge 4 hours atid 30 ntimitt・g.  :il'ter. 

Bl:. it tulti :ta1e.  6 hourt nnd 30 niinntes after

Formation of embrvonnl bodl'.  t7 honrs aftei'

3-my‘川1｛1・r｛:・s sl:τ】9｛㌔22 hoqtrs a臼er. 

8 一in. vemerts t t:)ge 2)5 hottrs after. 

1)ornintion ef otie vesicltr tttnd heai't.  31 hurs aftei'. 

Pectei':・tl fin formecl 61 hout's anc］ 30 minutes /nftee'

)L・！vl:LtLophore :ipp［・rc・［1 in cherieidc'n.  116 hom's aftui' (31 hotti's 1＞efet'e hntchin. gl)

just bvfoi'u hntching.  152 hout's. 

Newly tLatcttud litrvn. 

1 c;'tlv inclicntes 1 nmt

32 ・・一



 
 
 
 
 
 
 
B

 
翼
塾
.
 
'
.
 
.
 
.
 
.
 
.
 
」
「
.
 
∵

・
・
警
纈
へ
.
 
、
.
 
謡
爺
.
 
一
.
 
.
 

強
へ
燈
囲
.
 
ギ
 
霜

で
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
ニ
ザ
 
ボ
 

.
 
乱
『
3
、

織羅＼

E F

. 

罵

ケ

飛

1:. ;

H

H'. 

r

撃1:el・聖｝. 

. 憶卦. ‘・d二. . . . ・

   /. Si 1

. 戯

翼、

！贈. ・

x

K


